Ｄ７８―２　池田の郊外（自動車利用）
　　　　　　寶光山蜜厳寺
　　　　　　川人家長屋門
　白地温泉・小西旅館
　
徳島自動車道井川池田ＩＣを降りて吉野川にかかる「四国中央橋」を渡ると高松・琴平方面（東）と雲辺寺・松山方面（西）への分岐点となる信号交差点がある。ここを左折し県道２６７号線を西へ進むこと約二キロ、「蜜厳寺・ユースホステル」の看板のあるところを右折し山道へ入る。標高３５０㍍の「蜜厳寺」までは曲がりくねった山道を対向車に気を配りながらゆるゆると登っていく。途中、ガードレールの無い所もあり高齢運転者にはなかなか厳しいものがある。
凡そ２０分で到着すると広い駐車場に出る。当寺は、四国三十六不動霊場第五番として知られ、八角大不動堂には四国最大の不動明王が鎮座している。また、阿波九城の一つである「大西城」城主の祈願所でもあった。境内には、いつまでも散らない桜（ジュツュの桜）、馬のひづめ石、十三仏、七福神像などに加え約百種７００株の牡丹が植えられている。眼下に吉野川や池田町を一望できる風光明媚な寺院であり、吟行の際の句材には事欠かない。
　蜜厳寺の駐車場を出ると下山せず左折して山道を進んでいく。やがて民家も途絶え心細くなりながらもナビに従い七～八分も走ると漸く「川人家」にたどり着く。「川人家」は、代々西山地区の大庄屋を務めており、その「長屋門」は約２３０年前に入母屋造りの茅葺き屋根で建てられた県指定有形文化財である。東西２２㍍、奥行４．５㍍の豪壮な造りは問屋・番屋・用人部屋・寝室・馬小屋等を擁し、藩制時代の村役人の強大な力が窺える。無骨な石段を上がると「徳島県指定文化財　長屋門」と墨書された看板が掲げられ、門を潜ると右側の壁には「川人家由来関係書」、「川人家長屋門報道関係集」と記載された掲示板があり、様々な文書、新聞の切り抜きなどが掲示されている。十月頃、長屋門の前にはそばの花が咲き誇る。
さて、長屋門から山を下り国道３２号に合流し西進、池田の町並みを高知方面へ走ること七分、池田大橋を渡り左折するとすぐに「白地温泉」「小西旅館」の看板が見える。奥の駐車場に車を止めて玄関へ回ると玄関先のこぢんまりした築堤の中に石碑がある。「旅に寝てのびのびと見る枕かな」の句が三行書きで刻まれ、左下には「二十六日　白地村にて」とある。その横に「林芙美子と小西旅館」と題した看板が立てられていて、それによると昭和十六年五月下旬から十数日同旅館に滞在した作家・林芙美子の句碑であることが分かる。
　ロビーに上がると写真陳列棚、本棚などが所狭しと並べられていて、中には、芙美子直筆の生原稿、色紙、スナップ写真、新聞の切り抜きなどが多数収められている。本棚には、芙美子の夫・緑敏から後日寄贈されたという全集や単行本など二百冊ほどが整然と並べられている。
　「断崖絶壁の山道を往復四十里して、吉野川の下流、白地の村まで…」小西旅館で滞在した十数日の体験を元に上梓した「旅人」の冒頭部分である。
広間では句会を開き食事を摂ることができる。
（山之口卜一）
旅に寝てのびのびと見る枕かな　　　　林　芙美子
北阿波の宿も蚕のさかりかな　　　　　林　芙美子
吉野川河童も出づに汽車の音　　　　　林　芙美子
新茶のむ芙美子ゆかりの温泉の宿に　　溝渕　匠史
蕗束のとどく温泉宿の勝手口　　　　　溝渕　徳子
　　秋耕や煙吐く汽車又通る　　　　　　　多田　湖月
　　ダムすでに湖の色鳥雲に　　　　　　　大石　清潮
　　わけ登るお山は深し岩清水　　　　　　橋本　青峯

　　写真は、吟行案内割付表に指定。
　　地図は、最後尾に指定。





